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はじめに
　
洞神經は、西晉末の『抱朴子』に言及される「三皇內文」を中心
として、六朝期を通じて遲くとも隋唐までに十四卷が成立したようである。洞神經十四卷の內容は、 『太上洞神三皇儀』 （ＨＹ八〇二）に收める「大有籙圖經目
」（１）
に見られる。そして「大有籙圖經目」の
中には「洞神經卷第十二
　
三皇齋儀」とあり、 「三皇齋儀」が洞神
經の一部を成している。小稿では、この「三皇齋儀」がいつ頃洞神經の一部として作成されたのか、を考察することを目的とする。　
先行硏究では、隋代に編纂された『玄門大義
』（２）
の記述により、洞
神經の儀禮書の成立は梁代以降の六朝期後半である、とす
る（３）
。しか
しながら、 「三皇齋儀」 相當すると推定される『三皇齋立成儀』（ 『無上祕要』ＨＹ一一三〇所收）を仔細に檢討してみると、その成立はかなり遡るようである。
　『三皇齋立成儀』の成立を考察にするにあたっては、劉宋の陸修靜が編纂した『洞玄靈寶五感文』 （ＨＹ一二六八。以下『五感文』と略稱す）に記載される「洞神三皇之齋」に注目した。 『五感文』は、三元塗炭齋を實施するための つの心得（ 「五感」 ）と、 「洞眞上淸之齋」二法・ 「洞玄靈寶之齋」九法・ 「三元塗炭齋」一法の計十二法の齋法儀禮を列擧する「衆齋法 から成り、その成立は元嘉三十年（四五三）の末かその翌年頃と考えられている。 「洞神三皇之齋」は「洞玄靈寶之齋」第七法に見え、儀禮の詳細に いては
「洞神三皇之齋」に附された半丁ほどの細注からうかがうことができ
る（４）
。 『五感文』に「洞神三皇之齋」が記載されているということ
は、劉宋期に既に「洞神三皇之齋」なる齋法儀禮が存在していたことを示しているので、當面の『三皇 立成儀』の成立を考察するにあたって 先ず「洞神三皇之齋」との對照を行う必要があろ
う（５）
。
八六
二
　『三皇齋立成儀』と「洞神三皇之齋」
（一）
　『三皇齋立成儀』には『玉皇寶齋上籙』 （以下『寶齋上籙』
と略稱す）なる經典が引用されている。
伏見玉皇寶齋上籙、有祈謝之篇、仙都內訣、處禮醮之典。此法雖曰高妙、而不限貴賤。可以救解灾患、延降福祉。
『三皇齋立成儀』 （ 『無上祕要』卷四十九・十四ａ）
　
右の記述によると、 『三皇齋立成儀』では『寶齋上籙』に載る諸
法を行えば、貴賤の區別無く災厄から逃れ福祉がもたらされると『寶齋上籙』を賞贊している。　
道藏の中には『寶齋上籙』と經題が類似する『太上三皇寶齋神仙
上錄經
』（６）（ＨＹ八五三。以下『神仙上錄經』と略稱す）という經典
がある。 『神仙上錄經』には『三皇齋立成儀』に合致す 記述 見られるので、その一部は『三皇齋立成儀』が參照した『寶齋上籙』の內容を傳え ようである。そこで以下 『三皇齋立成儀』と「洞神三皇之齋」を對照する際には適宜『神仙上錄經 も い。（二）
　「洞神三皇之齋」の全文（Ａ）と、 『三皇齋立成儀』の關連
箇所（ａ）
− （ｃ）を示すと以下のとおりである。なお「洞神三皇之
齋」 （Ａ）の注は【
　
】で示した。
（Ａ） 其七法、洞神三皇之齋。以精
爲上、單己爲偶、絕塵期靈。
①
沐浴玄雲之水
、
②
燒皇上之香
、
③
燃玄液之燭
、
④
服上元香
丸
。
【
⑤
合衆名香、各有分數。蒸
鍊
爲香珠、靑絲穿
連
、暴令乾
。
又以衆香前油爲香、
⑥
又作香湯沐浴
、
⑦
又和作香丸服之
、
皆有節度。
⑧
然三十六油燈、又安三十六香鑪
、以相開次、
侍燈侍香、晝夜不輟、或百日、四十日、注心密念、燭燈行香、呪願淸眞妙辭、凡三十二言。
⑨
欲召神祇、盡皇文召之
、
所召所問、求仙求生、在意所欲。 】
「洞神三皇之齋」 （ 『五感文』六ｂ
− 七ａ）
（ａ） 按寶齋上籙、有祈謝之篇、仙都內訣、顯禮醮之典。
⑩
上元
名香、氤氳太空
。
⑪
玄腴朱燈、炤
烲
深夜
。實趣聖之祕領、
招眞之要法。其廣濟四維、不限貴賤。洪潤八表、无隔道俗。…謹相携率、
⑫
沐浴靈水
、清身潔己。
『三皇齋立成儀』 （ 『無上祕要』卷四十九・四ａ
− ｂ）
（ｂ） 伏見玉皇寶齋上籙、有祈謝之篇、仙都內訣、處禮醮之典。
此法雖曰高妙、而不限貴賤。可以救解灾患、延降福祉。臣謹率道士弟子如干人、
⑬
沐浴玄雲之水、使身神澡
練
。割遣
餚糧之味、令腑臟馨潔。
⑭
懸碧林之繒、
旉
雲篆皇文幡
。
⑮
上元香珠、遠徹九天
。
⑯
眞人燎玄液之洩、照玄
黃
玉庭。
列四九之燈、法象三十六天
。
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『三皇齋立成儀』 （ 『無上祕要』卷四十九・十四ａ）
（ｃ）臣謹率同學道士弟子如干人、
⑰
身沐玄雲之水
、
⑱
列四九之
燈、法象三十六天
。
『三皇齋立成儀』 （ 『無上祕要 卷四十九・十八ａ）
（三）
　
先ず、 「洞神三皇之齋」 （Ａ）の傍線部①によると、 「洞神三
皇之齋」では沐浴に「玄雲の水」を用いる。他方、 『三皇齋立成儀』 （ｂ）の傍線部⑬と（ｃ）の傍線部⑰にも「玄雲の水」とあり、『三皇齋立成儀』でも「洞神三皇之齋」と同じく「玄雲の水」を用いることが確認される。　「玄雲の水」は、 「洞神三皇之齋」 （Ａ）の注の傍線部⑥では「香湯」と、また『三皇齋立成儀』 （ａ）の傍線部⑫では「靈水」と呼ばれている。さらに『三皇齋立成儀』には「沐浴雲水」 （二ａ
）（７）
と
あり、 「玄雲の水」が「雲水」とも呼ばれているこ が分かる。そして『神仙上錄經』には、次に示す「作雲水之法」なる法 見え
作雲水之法。用水三斛、靑木香四兩、眞檀七兩、玄參二兩、合治煮之、令得一沸。畢淸澄適寒温、以自沐浴也。此天眞玉女玄水之法、名鍊胎神漿 此法及香珠、皆出於寶齋上錄篇中 非世人之所見也。
 
『神仙上錄經』四ｂ
　
既に指摘したごとく、 「雲水」と「玄雲の水」は同一のものであ
るから、 『神仙上錄經』の「作雲水之法」は、 「玄雲の水」の調合法
ということになる。この「作雲水之法」は、 『無上祕要』卷六十六に「洞神經」 （四ｂ）の名で引用される六朝期に存在した法である。したがって、 「作雲水之法」は『三皇齋立成儀』が參照した『寶齋上籙』に載せられていたと考えられる。（四）
　
次に、 「洞神三皇之齋」 （Ａ）の傍線部②によると、 「洞神三
皇之齋」では「皇上の香」なる香を用いる。他方、 『三皇齋立成儀』 （ａ）の傍線部⑩に「上元名 、太空に氤氳たり」といい、また『三皇齋立成儀』 （ｂ）の傍線部⑮に「上元香珠、遠く九天に徹す」というように、 『三皇齋立成儀』では「上元名香」あるいは「上元香珠」なる香を用いる。したがって、その名稱は「洞神三皇之齋」の「皇上の香」と一致しない。しかし『三皇齋立成儀』の「上元香珠」は、 「洞神三皇之齋」 （Ａ）の傍線部④の「上元香丸」に名稱が類似している。 「上元香丸」とは「上元香丸を服す」とあるように、仙藥の名稱のようである。この問題については、次に示す『神仙上錄經』の「合上元香珠法」から考えてみたい。
合上元香珠法。用沈香三斤、薰陸一斤、靑木九兩、鷄舌五兩、玄參三兩、雀頭六兩、詹 兩 白芷二兩 眞檀四 艾香三兩、安息膠四兩、木蘭三兩、凡一十二種、別擣絹篩之。畢 納乾棗十兩、更擣三萬杵。納白器中、密蓋蒸香一日。畢、更蜜和擣之。丸如梧桐子。
イ
以靑繩穿之、日曝令乾
。
ロ
此三皇眞元之
香珠也。燒此皆徹九天
眞人玉女、皆歌此於空玄之中。
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『神仙上錄經』二ｂ
− 三ａ
　「合上元香珠法」とは、傍線部ロに「此れ三皇眞元の香珠なり。此れを燒けば、皆九天に徹す」とあるので、 「三皇眞元の香珠」なる香の調合法であることが分かる。この「合上元香珠法」の「上元香珠」は『三皇齋立成儀』の「上元香珠」と合致する。また『神仙上錄經』で 香を「皇上之香」 （四ａ）とも稱しており、 「洞神三皇之齋」の「皇上の 」に合致す 。さら 「合上元香珠法」の傍線部イの「靑繩を以て之を穿ち、日に曝して乾かしむ」は、 洞神三皇之齋」 （Ａ） 注の傍線部⑤の「衆名 を合するに、各々分數有り。蒸鍊して香珠を爲り、靑絲に 連し、暴して乾かしむ」に一致している。以上から、 『三皇齋立成儀』 元 珠」と「洞神三皇之齋」の「 上の香」は同一の香であると考えられる。 の 合上元香珠法 も、 『無 祕要』卷六十六に「洞神經」 （八ｂ
− 九ａ）
の名で引用されているので、 「作雲水之法」と同じく『寶 籙』に載せられていたと考えられる。　
また、先に「合上元香珠法」は香の調合法であると述べたが、
「合上元香珠法」には次の記述が續く。
ハ
又加雄
黃
半斤・麝香四兩、合擣和爲丸。服如大豆大。十九日
一服耳
。常能服之、令人神明不衰、口生香氣、又感眞徹靈降致
玉女、并萬病諸疰惡鬼不祥妖魔、皆自遠伏也。
『神仙上錄經』三ａ
　
右の傍線部ハに「又た雄黃半斤・麝香四兩を加へ、合し擣き和し
て丸と爲す。大豆の大きさの如きを服す。十九日に一たび服するのみ」とあることから、 「三皇眞元の香珠」なる香は更 手を加えると仙藥になることが分かる。したがって、前述の「洞神三皇之齋」（Ａ）の傍線部④の「上元香丸」は、この「三皇眞元の香珠」を指すので、仙藥の一種であると推定できる。 『三皇齋立成儀』には仙藥の服用について 記述は見えないが 恐らく でも行われていたであろう。（五）
　
さらに、 「洞神三皇之齋」 （Ａ）の傍線部③では「玄液の燭」
なる燈燭を用いる。他方、 『三皇齋立成儀』 （ｂ）の傍線部⑯では「眞人
  玄液の洩
を燎き、玄黃玉庭を照らす」といい、 「玄液の洩」
なる燈燭を用いる。この「玄液の洩」は「洞神三皇之齋」の「玄液の燭」に相當すると思われる。この燈燭は ａの傍線部⑪では「玄腴朱燈」と、あるいは「雲腴」 （二ａ） も呼ばれており、 『神仙上錄經』にはこの燈燭に相當すると思われる「作香玄腴法」 （四ｂ）なる燈燭の調合法が存する。この法も、 『無上祕要』卷六十六に「洞神經」 （八ａ
− ｂ）の名で引用されている
ので、 『寶齋上籙』に載せられていたと考えてよ だろう。　
また「洞神三皇之齋」 （Ａ）の注の傍線部⑧の「三十六油燈を
然もや
し、又た三十六香鑪を
安お
く」によると、 「洞神三皇之齋」では
三十六の燈燭と香爐を用いる。 『三皇齋立成儀』でも「又燈纂三十六枚」 （二ａ）とあり、燈燭は三十六である。そし この
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三十六という數字は三十六天を象っているようである。というのは、『三皇齋立成儀』 （ｂ）の傍線部⑯と（ｃ）の傍線部⑱に「四九の燈を列して、三十六天を法象す」とあり、また『神仙上錄經』にも「燒香・燃燈するに當りては、各々三枚、或いは五枚、或いは七枚、或いは九枚、
或いは三十六枚にして、以て三十六天の數を象る
可き
なり
」（８）
とあるからである。ただし、ここに見える三十六天には具體
的な天の構造 考えられていないようであ
る（９）
。
（六）
　
このほか、 「洞神三皇之齋」 （Ａ）の注の傍線部⑨の「神祇
を召さんと欲すれば、
皇文
を盡して之を召す」によると、 「洞神三
皇之齋」では「皇文」を用いて神祇を招請する。他方、 『三皇齋立成儀』 （ｂ）の傍線部⑭にも「碧林の繒を懸け、
雲篆皇文
の幡を旉
く」とあり、儀禮の中で「雲篆皇文」を用いる。この「雲篆皇文」とは、 『三皇齋立成儀』にいう「碧幡三首。 〈幡長五尺。各朱書
三皇
內
文
於幡上〉 」 （一ａ）を參照すると、 「三皇內文」を指すことが分
かる。したがって「洞神三皇之齋」の「皇文」 『三皇齋立成儀』の「雲篆皇文」と同じく「三 內文 ある。なお「洞神三 之齋」が說く「三皇內文」を用いて神祇 招請す というのは、 『三皇齋立成儀』における醮祭を指すのであろう。　
以上、 『三皇齋立成儀』と「洞神三皇之齋」を對照し檢討してみ
ると、兩者の閒に共通する點が多いこ から、 『 齋立成儀』は
「洞神三皇之齋」に相當すると推定される。さらに、 『三皇齋立成儀』に載せる齋法儀禮が「洞神三皇齋」 （二ｂ、八ａ、八ｂ）と呼ばれており、その名稱が「洞神三皇之齋」と酷似していることからも、兩者が同一の齋法儀禮であることが確認できる。前述のとおり、『五感文』は元嘉三十年（四五三）の末かその翌年頃までに成立しているので 「洞神三皇之 」に相當す 『 齋立成儀』は元嘉三十年頃までに成立していたと推測できよう。
三
　『三皇齋立成儀』に見える三皇經典
（一）
　『三皇齋立成儀』には洞神部の三皇經典からの語句の引用が
多く見られる。先ず、 『三皇齋立成儀』では三皇はそれぞれ「太元三玄空天甲子元建天皇眞一君」 、 「三元素靈玉天甲申太虛地皇眞一君」 、 「七微浩鬱虛 甲寅虛成人皇眞一君」 （八ｂ
− 十ａ）と呼ばれ
るが、この三皇の稱呼は『無上祕要』所引の『 皇經』に基づ て考案されたようである。
天皇主氣、地皇主神、人皇主生。三合成德、萬物化焉。故天皇起於
甲子元建
之始、治於
太元三玄空天
。地皇起於
甲申太靈
之始、
治於
三元素虛玉天
。人皇起於
甲寅虛成
之始、治於
七微浩鬱虛玉
天
。…右出三皇
經
）（（
（
『無上祕要』卷六・五ｂ
− 七ａ
　『三皇齋立成儀』に見える三皇の稱呼は、右の『三皇經』の傍線
九〇
部を各々合わせたものである。すなわち、天皇である「太元三玄空天甲子元建天皇眞一君」は、 『三皇經』の「甲子元建」と玄空 」に「天皇眞一君」を合わせたものである。地 ・人皇もほぼ同樣である。 『三皇經』では前者（天皇なら「甲子元建」 ）を三皇各々の治世の時代、後者（天皇なら「太元三玄空天」 ）を三皇各々が統治する天の稱呼としているが、 『三皇齋立成儀』では、後者を「天皇
太元三玄
眞氣」 （八ｂ）といい、三皇各々の氣として捉えて
いる。また、 『三皇經』 三皇各々の治世の時代とされる「甲子」 ・「甲申」 ・ 「甲寅」は、 『三皇齋立成儀』では「三皇座、各々一案あり。〈天皇は
子
に在り、地皇は
申
に在り、人皇は
寅
に在り〉 」といい、
三皇各々が降臨する座の方位に配當されてい
る
）（（
（
。
（二）
　『三皇齋立成儀』には四種の祝文が見えるが、このうち三種
が洞神部の三皇經典の引用であ こと 確認できる。ここではそうちの二首の祝文を擧げる。
（Ⅰ） 浩浩三天氣、育養萬化物。世情樂其華、眞道貴其實。愚俗
翫末榮、神仙愛本質。精修三皇文、玉靈映幽室。高唱期太微、稽首朝皇一。
『三皇齋立成儀』 （ 『無上祕要』卷四十九・三ａ
− ｂ）
（Ⅱ） 世人修至道、心意懷萬端。耳目亂華色、情志恆不專。小智
雖自強、安能保終身。五神失其主、眞氣逝不還。若能苦心行、長生保命根、奉戒爲我寳、恆執
天老
言、衆眞竝懽悅、
相與迎皇君。
『三皇齋立成儀』 （ 『無上祕要』卷四十九・五ａ）
　
右の二首の祝文は、 『無上祕要』に引用される『洞神監乾經
』
）（（
（
に
ほぼ一致する記述が見える。
（ⅰ） 又曰、浩浩三天、竝育萬物。人好其華、我取其實。人取其
文、我受其質。靜心隱止、不勞家室。此益壽之道也。…
（ⅱ）
天老
曰、俗人修道、心懷萬端、目見華色、意亂心煩、五神
失主、道君不還。小人修之、不經日旬、謂之立至。手執口宣、未得一文。謂可全身。但見涓流之激速 未知江海之洸深。覩進趣之末利、未知懷道以養神。…右出洞神監乾經
『無上祕要』卷四十二・六ａ
− 七ａ
　『三皇齋立成儀』の（Ⅰ） （Ⅱ）の祝文が『洞神監乾經』 （ⅰ）
（ⅱ）に基づくことは、 『三皇齋立成儀』の（Ⅱ）に見える「天老」から推測できる。 「天老」とは、 『洞神監乾經』の（ⅱ）の「天老曰く」とある「天老」である。 『無上祕要』卷五・七ａ
− 八ａにも同じ
く『洞神監乾經』からの引用があり、そこにも天老の言が記されている。 『洞神監 は天老は三皇や黃帝と竝ぶ重要な神格と見なされていたようである。 『三皇齋立成儀』には（Ⅱ）の祝文の他に「天老」の語が見えないので、 が『洞神監乾經』を參照して、 「天老 を（Ⅱ）の祝文に取り入れた 判斷されよう。　
また、 『三皇齋立成儀』には『神仙上錄經』 （二ｂ）とほぼ同文の
『三皇齋立成儀』の成立について
九一
祝文が見えるが、この祝文は恐らく『寶齋上籙』に載せられていたものであろ
う
）（（
（
。また『三皇齋立成儀』に見える祝文の四種のうち三
種が三皇經典の引用であることから、もう一つの祝文（七ｂ
− 八
ａ）も三皇經典からの引用である可能性が高い。　
さらにこのほかにも、 『三皇齋立成儀』で用いられた祝文があっ
たようである。その祝文とは『五感文』の注に「淸眞妙辭を呪願すること、凡そ三十二言」 （七ａ）という「淸眞妙辭」なる三十二字の祝文である。 してこの祝文は次に示す『神仙上錄經』の齋法に見える と思われる。
香煙玉女、上白皇君。小兆甲乙、淸齋
絕
塵、期靈
五通、上願成
眞、滅禍生福 昇三天
 
『神仙上錄經』二ａ
　
右の『神仙上錄經』の祝文が『五感文』の「淸眞妙辭」に相當す
ることは、この祝文が三十二字 ことと、 『五感文』の本文に「其七法、洞神三皇之齋。以精
爲上、單己爲偶、
絕
塵期靈
」 （六
ｂ）とある「絕塵期靈」が、 『神仙上錄經』の祝文の一部（傍線部）と合致していることから確認され 。恐らくこの『神仙上錄經』の祝文は『寶齋上籙』に載せられており、 『三皇齋立成儀』はこの祝文を『寶齋上籙』から取り入れたのだろう。この祝文は現行の『三皇齋立成儀』には缺落しているが、 『五感文』の本文に言及されることから推すに、重要な祝文と見なされていたようであ 。またこの祝文は、後に發爐呪や復爐呪として用い れるようになってい
く
）（（
（
。
（四）
　『三皇齋立成儀』では醮祭を行うが、この醮祭も三皇經典を
參照したものである。　「醮」とは元來、冠娶の禮であったが、後に諸神に對する祭の名稱として用いられるようになった。 『抱朴子』に於いては「醮」と
「祭」の區別はなかったようだが、座を設けて諸神を招き、酒や脯（乾し肉）を用いて饗應するという、後の道敎の醮祭に通じる祭りが見える。東晉末には『太上靈寶五符序』 （ＨＹ三八八。以下『五符序』と略稱す）卷下「醮祝之儀」 、次いで『太上洞玄靈寶赤書玉訣妙經』 （ＨＹ三五二。以下『玉訣妙經』と略稱す）卷下「元始靈寶五帝醮祭招眞玉訣」が作成された。兩經には符や
を用いて諸神
を招き降ろし、酒肉を用いて饗應する 祭の 禮が具體的に記されている。そして劉宋期に齋法儀禮が 立すると、醮祭に 發爐や復爐などが取り入れられていっ
た
）（（
（
。
　『三皇齋立成儀』の醮祭は、三皇君と四方九天の三十六天の諸神に對して行われ
る
）（（
（
。前述のとおり「三皇內文」を用いて諸神を招き
降ろし、一日に酒四斗五升（三皇に各三升・四方九天に各方位に九升） ・棗一百三十五枚（三皇に各九枚・四方九天に各方位 二十七枚） ・脯四十五斤（三皇に計九斤、四方九天に各方位 九斤）を用いて饗應す
る
）（（
（
。
　
先にも示したが、 『三皇齋立成儀』の「寶齋上籙を按ずるに、祈
謝の篇有り、仙都の內訣は、
禮醮の典
に顯はる」 （四ａ）によると、
九二
『三皇齋立成儀』は『寶齋上籙』の「禮醮の典」を參照して醮祭を取り入れたようであ
る
）（（
（
。
　『神仙上錄經』には「醮儀」なる儀禮が載せられている。この
「醮儀」は、その大部分が『陶公傳授儀』 「授受三皇法」に合致するため、梁初には存在していた醮祭のようである。しかしながら、『神仙上錄經』の「醮儀」は『寶齋上籙』の「禮醮の典」には相當しないようである。そのことは次に示す『神仙上錄經』の「醮儀」の一節から推測され
候夜行道竟、旉席設座、依三皇位、天皇北皂爲座、地皇西南白爲座、人皇東北碧爲座。三大長盤、三甌酒、
昆布爲脯
、南粽果
隨時珍、
酒三斗省肉脯
。
『神仙上錄經』五ａ
　
この一節によると、 「醮儀」では「酒三斗あれば肉脯を省」いて
よいという。また「昆布を脯と爲す」とは、昆布を乾し肉の代替品として用いることをいうのだろう。ここに醮祭に乾し肉を用いることに對する消極的な態度が認められる。前述のとおり、 『三皇齋立成儀』の醮祭では乾し肉を用いているので、 『寶齋上籙』の「禮醮の典」でも乾し肉を用 て たであろ 。したがって『神仙上錄經』 「醮 」は『寶齋上籙』の「禮醮の典」には相當 と推測できる。　
また、兩者が同一の醮祭ではないことは、 『神仙上錄經』の「醮
儀」の文言がほとんど『三皇齋立成儀』に一致しな 點か も確認
できる。その例として、兩者の發爐呪を擧げる。
香煙玉女、上白皇君、某奉爲某淸齋行道、十八時竟、正爾燒香獻禮、拜請三皇眞君。願降以靈元下入某身、所諬逕御三皇几前。
 
『神仙上錄經』五ａ
香煙玉女、上奏三皇眞君、三十六天神仙靈官。臣等謹爲某郡縣某甲有某事、建洞神 齋。 （請謝。 ）正爾登壇入室、燒香宿啓。即日上聞、徑進紫宮、仰達三皇眞君前。
『三皇齋立成儀』 （ 『無上祕要』卷四十九・二ｂ
− 三ａ）
　
兩者を比較してみると、香煙玉女に對して三皇君のもとに上奏を
依賴する點が一致するのみで、他の箇所は全く異なっている。 『神仙上錄經』の「醮儀」の發爐呪は 指敎齋や金籙齋などの諸齋法儀禮の發爐呪の型を踏襲するものであるので、もしこの發爐呪が『寶齋上籙』の「禮醮の典」に載せられていたら、 『三皇齋立成儀』はそれを取り入れていたと思われる。恐らく『寶齋上籙』の「禮醮の典」には發爐呪は載せられていなかったのであろう。そうであれば、『五符序』の「醮祝之儀」や『玉訣妙經』の「元始靈寶五帝醮祭招眞玉訣」にも發爐呪・復爐呪は見られないので、 「禮醮の典」の成立時期は兩醮祭の成立とほぼ同時期の東晉末・劉宋初であると推測される。（五）
　
そのほか、 『三皇齋立成儀』の「宿啓儀」には三條の西城王
『三皇齋立成儀』の成立について
九三
君の言と「十三禁
」
）（（
（
が見えるが、これらは『洞神八帝妙精經』 （Ｈ
Ｙ六四〇）の 西城要訣三皇天文內大字
」
）（（
（
（以下「西城要訣」と略
稱す）にほぼ一致している。このことから『三皇齋立成儀』が「西城要訣」を攝取していることが知られる。　
以上、 『三皇齋立成儀』には『三皇經』 ・ 『洞神監乾經』 ・ 『寶齋上
籙』 ・ 『西城要訣』の四つの三皇經典が取り入れられており、 『三皇齋立成儀』が洞神部の三皇經典の一つとして作成されていることが確認された。このことは、 『三皇齋立成儀』の齋法儀禮の名稱として「
洞神
三皇齋」 （ 『五感文』では「
洞神
三皇之齋」 ）と、また儀禮
執行者の自稱として「太上
洞神
三皇弟子」 （三ｂ） ・ 「太上
洞神
三皇
內景弟子」 （十三ａ）と、三洞部の一であることを示す 洞神」なる語が附され いるこ からも明らかである。
四
　『三皇齋立成儀』の作者と天師道
（一）
　『三皇齋立成儀』の「稱名位」の上啓には次のような神格が
現れている。
謹上啓
ⅰ
太上道君、太上老君、太上丈人
、
ⅱ
三皇玉君
、
ⅲ
九老仙
都君、九氣丈人
、玄都仙官、太玄眞神、
ⅳ
上下三十六天靈司官
君
、太淸之神、
ⅴ
五方天帝、二十八宿中外星官、五嶽眞官佐命
諸山四海四瀆八澤九源名山洞府水神潛官宇宙之
內
一切衆靈。
『三皇齋立成儀』 （ 『無上祕要』卷四十九・三ｂ
− 四ａ）
　
先ず傍線部ⅱの「三皇玉君」と傍線部ⅳの「上下三十六天靈司官
君」は、前述した『三皇齋立成儀』で行う醮祭の對象となる神格、すなわち『三皇齋立成儀』における中心的神格である。　
次いで、傍線部ⅴの「五方天帝」 「二十八宿中外星官」 「五嶽眞官
佐命諸山四海四瀆八澤九源名山洞府水神潛官宇宙之內一切衆靈」は、三十六天神仙靈官に對する醮祭の辭に見える。たとえば東方では、「東上九天帝王神君衆仙靈官」を奉請する際の辭に「歳星木神蒼龍」 「七宿中外諸星官」 「東嶽山陵丘阜江海川谷一切衆靈」とい 神格が言及されてお
り
）（（
（
、これらは傍線部ⅴの「五方天帝」 「二十八宿
中外星官」 「五嶽眞官 山洞府水神潛官宇宙之內一切衆靈」に各々對應している。　
そして、傍線部ⅰの「太上道君」 「太上老君」 「太上丈人」と傍線
部ⅲの「九老仙都君」 「九氣丈人」は指敎齋の四方拜の東方に見える天師道の神格である。またこの諸神は『三天內解經』 （ＨＹ一一九六）卷上・二ａ
− ｂに見える上章の神格にほぼ一致している。
謹關啓
太淸玄元上三天無極大道
、
太上老君
、
太上丈人
、天帝君、
天帝丈人、
九老仙都君
、
九炁丈人
等、百千萬重道炁、千二百官
君、泰淸玉陛下。
『正一指敎齋儀』二ａ
− ｂ
　
このように、 『三皇齋立成儀』の上啓には醮祭の對象である三皇
君や三十六天の諸神とそれに付隨する神格等に加えて、天師道の格が混入している である。 『三皇齋立成儀』の上啓に天師道の神
九四
格が混入していることは、その作者を考える上で重要な手がかりとなる。（二）
　『三皇齋立成儀』に載せる「十三禁」の「第九の禁」にも天
師道の思想が反映されている。　「第九の禁」は、 「第九の禁、五辛・血腥を食ひて、臟腑をして臭穢ならしむる勿れ
」
）（（
（
という「五辛」と「血腥」を食べることを禁ず
る條項である。こ うち、特に「血腥」を食べることの禁止が天師道の思想に關係するようである。　「血腥」とは、 『漢書』高帝紀の顏師古注の「祭者尚血腥。故曰血食也」によると、當面の「血腥」とは鳥獸の肉を指すようであ
る
）（（
（
。
先に觸れた「西城要訣」の「十三禁 に 食事に關する條項が見えないので、 「第九の禁」は『三皇齋立成儀』を編纂す 際に新たに考案されたようである。すなわち、この「第九 禁」は『三皇齋立成儀』の編纂者が食肉を禁じ 立場の者であったこ を示唆している。　
ここで注意されるのが、食肉の禁止と醮祭との關係である。すな
わち、 『三皇齋立成儀』では一方 食肉を禁じ、他方 乾 肉を用いる儀禮を行うのである。醮祭をはじめ、食物を供える諸儀禮では、儀禮參加者は儀禮を終えると供えた食物を「福 と呼び 分配して食べる。儀禮後に神々に供 た食物（福）を食べるというこ は、儀禮參加者が「福」を得たという暗示であるとい
う
）（（
（
。 『三皇齋立成
儀』でも、 「畢れば醮を座に下して、共に
福を受く
。餘り有れば家
人の敬信なる者に分かつを聽す
」
）（（
（
とあり、儀禮後には供えた食物
（すなわち酒・乾し肉・棗）を「福」として分配し食べる。したがって、 「福」となった乾し肉は、 「第九の禁」に說く「血腥」であるとは考えられていなかったであろう。このように、 『三皇齋立成儀』の編纂者は、 「西城要訣」の「十三禁」を攝取するに際して、食肉の禁止の思想によっ 改編していることから 天師道 信奉者であると推測される。　
なぜならば、天師道ではその諸戒に於いて、しばしば食肉を禁じ
ているからである。たとえば、天師道の祭酒が守るべき戒律として劉宋初期か中頃に成立し 「老君說一百八十戒 には「第二十四戒者、不得飮酒食
肉
」 、 「第一百七十二戒者、人爲己殺
鳥獸魚等
、皆不
得食」 、 「第一百七十三戒、若見殺
禽畜命
者、不得食」 、 「第一百七十
六戒者、能斷
衆生六畜之肉
爲第一。不然則犯戒
」
）（（
（
と鳥獸や魚の食肉
の禁止が四條存する。また『太上老君經律』 道德尊經想爾戒」には「戒勿食
含血
之物、樂其美味
」
）（（
（
と見え、さらに指敎齋の「指敎齋
戒」十二法の一條にも「一者不得食
含血
有生炁之物、薰辛之屬。唯
得食菜、非向生之月」 （ 『正一指敎齋儀』四ａ）とあり、齋法儀禮於いても食肉を禁じてい
る
）（（
（
。
　
このように、 「第九の禁」は食肉を禁止する天師道の戒律に通ず
るのである。このほか、 『三皇齋立成儀』に「此十三禁者人身之大患也。奉之則生、逆之則死。老子所謂生之徒十有三、死之徒十有三。
『三皇齋立成儀』の成立について
九五
其斯之謂乎」 （七ａ）といい、 「十三禁」を『老子』の言に擬えていることからも、 『三皇齋立成儀』が道德經を尊重する天師道 撰述であ が推察される。このこ を踏まえれば、上啓に於いて天師道の神格が混入していることも首肯できよう。（三）
　
ここで、 『三皇齋立成儀』の醮祭について、天師道の立場か
ら少しく述べてみたい。天師道では、 『三天內解經』や『陸先生道門科略』 （ＨＹ一一一九）で主張するように、食肉 みならず血食祭祀も禁じてい
た
）（（
（
。したがって、天師道が作成した『正一法文經護
國醮海品』 （ＨＹ一二七七）に見える醮祭では、醮祭で通常用いる乾し肉は用いられておらず、また『正一威儀經』 （ＨＹ七九〇） 「正一醮請威儀」では「醮者、祈天地神靈之享也 亦有多種。所有餠果、竝須淸潔。
不得肉脯葷穢
。天官不祐」 （十四ｂ）と、醮祭に「肉
脯」を用いることを禁じてい
る
）（（
（
。したがって、天師道は『三皇齋立
成儀』を編纂す に際して、 『寶齋上籙』の「禮醮の典」をそのまま受け入れるわけにはいかなかったのである。そ ため、 『三皇齋立成儀』に「第九の禁」の食肉の 止のような自派の思想に基づく條項を織り込んだのである。（四）
　『三皇齋立成儀』の作者が天師道であることから、その成立
時期は天師道が三皇經典を自派 經典として攝取 以降ということになる。小林正美
氏
）（（
（
によると、三皇經典が實際に天師道の閒で傳
授・讀誦されるようになったのは、三洞說が成立して少し時を經た、元嘉十年（四三三年）前後であるという。した って『三皇齋立成儀』の編纂時期は元嘉十年（四三三年）頃から『五感文』成書時の元嘉三十年（四五三）頃の閒である。
五
　
結び
　
以上、 『三皇齋立成儀』に關して、先ず『五感文』の「洞神三皇
之齋」との對照を行い、 『 皇齋立成儀』と「洞神三皇之齋」が同一の齋法儀禮であることを確認した。次いで、その思想內容を考察して、以下のこ が明らかになった。すなわち『三皇齋立成儀』は劉宋の元嘉十年頃から元嘉三十年頃までの閒に成立した齋法儀禮であり、そ 作者は三洞說を唱えた天師道である。天師道は洞神經の一つとして『三皇齋立成儀』 作成したのである したがって『皇齋立成儀』は、東晉期から劉宋初期の閒に葛氏道が作成した三皇經典に基づきつつ 作者である天師道の思想を付加して作成されものである。　
本稿の考察によって、冒頭で述べた「大有籙圖經目」に載る「三
皇齋儀」が劉宋期 既に成立していたことが明らかになった。なお唐代以降の諸文獻に引用される「洞神經第十二」 （ 「大有籙圖經目」の「三皇齋儀」に相當する）の佚文には、現存 『三皇齋立成儀』には見えない記述がある。この問題 關しては 洞神經十四卷 成
九六
立と合わせて今後の課題としたい。
注
（１）
  「大有籙圖經目」の內容は以下のとおりである。
　　
洞神經卷第一
　　
大有籙圖天皇內文
　　
洞神經卷第二
　　
大有籙圖地皇內文
　　
洞神經卷第三
　　
大有籙圖人皇內文
　　
洞神經卷第四
　　
八帝妙精經上
　　
洞神經卷第五
　　
八帝妙精經中
　　
洞神經卷第六
　　
八帝妙精經下
　　
洞神經卷第七
　　
八帝玄變經上
　　
洞神經卷第八
　　
八帝玄變經中
　　
洞神經卷第九
　　
八帝玄變經下
　　
洞神經卷第十
　　
八帝神化經上
　　
洞神經卷第十一
　
八帝神化經下
　　
洞神經卷第十二
　
三皇齋儀
　　
洞神經卷第十三
　
三皇朝儀
　　
洞神經卷第十四
　
三皇傳授儀
『太上洞神三皇儀』五ａ
− ｂ
　　　
「大有籙圖經目」に記載される十四卷の洞神經と六朝以來の諸文獻が引用する洞神經の佚文との對照は、つとに大淵忍爾氏によって部分的に行われており、その後山田俊氏が卷次未詳の佚文をも含めた、網羅的な對照作業を行ってい 。なおその他の洞神經の先行硏究については、山田氏によって整理されている。大淵忍爾『道敎とその經典』 三章「三皇文より洞神經へ」 （創文社 一九九七年十一月） 、山田俊『 「洞神經」の基礎的硏究』 （平成十八年―平成二十年度科學硏究費補助金
　
基盤硏究
（c）二〇〇九
年三月）を參照。なお山田氏の科硏報告書は、 「六朝以來諸文獻所引「洞
神經」に就いて―①卷次明示「洞神經」―」 （ 『熊本縣立大學文學部紀要』第十四卷
　
通卷第六十七號、二〇〇八年三月） 、 「六朝以來諸文獻所引「洞
神經」に就いて―
  ②卷次未詳「洞神經」―」 （ 『熊本縣立大學文學部紀要』
第十五卷
　
通卷第六十八號、二〇〇九年三月）にも載せる。本稿では科硏
報告書を用いた。
（２）
  『雲笈七籤』 （ＨＹ一〇二六）卷六「三洞并序」 （十一ｂ
− 十二ａ）によ
れば、洞神經の成立について、陸修靜から孫遊嶽へ四卷傳授され、その後孫遊嶽から陶弘景へ傳わり、十一卷となったといい、また十一卷に儀禮書三卷が加わり十四卷となったという。大淵氏によると、この『雲笈七籤』卷六「三洞并序」と『道敎義樞』 （ＨＹ一一二一）卷二に見える洞神經の成立に關する內容は 基本的には隋代に編纂された『玄門大義』 內容を傳えるものであ という。大淵氏注（１）前掲論文を參照。
（３）
 
大淵氏と王卡氏は洞神經の儀禮書の成立を梁代以降の六朝期後半と推測
する。また呂鵬志氏も大淵氏の見解に依る。三氏 も『三皇齋立成儀』に對する具體的な檢討は行っていない。大淵氏注（１）前掲論文、王卡『道敎
经
史
论丛
』敦煌篇「敦煌本《陶公
传
授
仪
》校
读记
」 （巴蜀
书
社、二〇〇
七年六月） 、呂鵬志『唐前道敎儀式史綱』第七節「東晉末劉宋初融攝天師道、佛敎和方士傳統的靈寶科儀」 （中華書局、二〇〇八年 二月）を參照。
（４）
 
小林正美『中國の道敎』第二章第三節「 「道敎」の世界觀と修道法」 （創
文社、一九九八年七月） 、同氏「靈寶齋法の成立 展開 （小林正美編『道敎の齋法儀禮の思想史的硏究』所收。智泉書館、二〇〇六年十月） 、山田明廣「塗炭齋考―陸修靜の三元塗炭齋を軸として―」 （ 『東方宗敎』第一〇〇號、二〇〇二年十一月）を參照。なお、小林氏は『五感文』の「洞玄靈寶之齋」の項目の中に「洞神三皇之齋」が入れられている は、そ 構造が「靈寶 法」に似ているからであると推測している。
（５）
 
王承文氏は、 『五感文』 「洞神三皇之齋」について當時洞神經に比較的整
備された科儀齋法が存在していたと推測している。それに對して山田氏は、當時洞神經が具體的な內容を有し たことに懷疑的である。兩 とも
『三皇齋立成儀』の成立について
九七
『五感文』 「洞神三皇之齋」と『三皇齋立成儀』の關係については言及していない。王承文『敦煌古靈寶經與晉唐道敎』第三章第一節「古靈寶經與道敎“三洞〟學說的起源和發展」 （中華書局、二〇〇二年十一月） 、山田氏注（１）前掲論文を參照。
（６）
 
“ 道藏通考
　
T
he T
aoist C
anon :a H
istorical C
om
panion to the D
ao-
zang ” (E
dited by K
ristofer Schipper and F
ranciscus V
erellen, T
he U
ni-
versity of C
hicago P
ress, 2004) 、山田氏注（１）前掲論文は、 『神仙上錄
經』の成立時期を唐代とする。
（７）
 
本稿で『三皇齋立成儀』の引用箇所を示す際に、所收の『無上祕要』と
その卷次を省略する場合がある。
（８）
 
當燒香燃燈、各三枚、或五枚、或七枚、或九枚、或可三十六枚、以象三
十六天之數也（ 『神仙上録經』三ｂ）
（９）
  『三皇齋立成儀』では三十六天を四方九天の總稱とするが、具體的な天の構造は考えられていないようであ 。三十六天については、麥谷邦夫
「道敎における天界說の諸相―道敎敎理體系化の試みとの關連で―」 （ 『東洋學術硏究』第二十七卷別册、一九八八年十一月） 、小林氏注（４）前掲書『中國の道敎 章第三節を參照。
（
10） 
この直前には三寶君説話が見える。小林正美『六朝道敎史硏究』第二篇
第一章「 九天生神章經』 」 （創文社 九〇 一月） 、同氏「劉宋・南齊期の天師道の敎理と儀禮」 （注（４）前掲書『道敎 齋法儀禮の思想史的硏究』所收） 、王承文氏注（５）前掲書第三章第 節を參照。 『 皇經』の成立については、小林氏は『洞淵神呪經』との關連から東晉末頃、王氏は東晉後半、と推測する。
　　　
また同箇所には三皇に次いで八帝が世を統治することが言及されており
（六ａ） 、洞神經十四卷の八帝經（本稿注（１）參照）の基礎となる八帝の治世というアイディアが、東晉末か劉宋初期にすでに存在していたことが分かる。また八帝について「所受靈書妙術 佐聖輔治」 （六ａ） 述べられていて、八帝經の萌芽が看取できる。
（
11） 
三皇座、各一案。 〈天皇在子。地皇在申。人皇在寅〉 （ 『無上祕要』卷四
十九・一ａ）
　　　
この配當は、 『神仙上錄經』 「醮儀」 （五ａ） ・ 『陶公傳授儀』 （擬） （Ｐ二
五五九） 「授受三皇法」 ・ 『無上祕要』卷三十八「授洞神三皇儀品」 ・ 『太上洞神行道授度儀』 （ＨＹ一二七四） 「洞神三皇醮祭儀」にも見える。
（
12）  「監乾」の名は、つとに『抱朴子』遐覽篇に「監乾符」と見え、 『陶公傳授儀』 「授受三皇法」にも「厶甲昔從先師厶、奉受天皇・地皇・人皇三部內文、天文大字、靑胎・
監乾
衆符、合十卷」と見える。 『陶公傳授儀』で
も『抱朴子』と同樣 「監乾 は符として言及されているが、恐らく符に付隨する經典も存在しており、 『無上祕要』に引く『洞神監乾經 がその一部に相當するのだろう。な 『陶公傳授儀』 「授受三皇法」に言及されることから『洞神監乾經 が 部の三皇經典であることが確認できる。
（
13）  『無上祕要』卷四十九・十五ｂ
− 十六ａ。 『寶齋上籙』が洞神部の三皇經
典であることは、道藏本『太上三皇寶齋神仙上錄經』の經題やその內容から確認 き 。
（
14）  『無上祕要』卷三十八「授洞神三皇儀品」や『太上洞神行道授度儀』に見える。
（
15） 
醮祭については、呂氏注（３）前掲書第四章「 《抱朴子內篇》所見東晉
以前的南方方士傳統及其儀式」 ・第五章「兩晉南朝時期的外丹經 “三洞
〟
經與南方方士傳統及其儀式的承傳和更新」 、王承文氏注（５）前掲書第六章第四節「隋書經籍志《道經序》中齋醮科儀與古靈寶 」を參照
（
16）  『無上祕要』卷四十九・八ｂ
− 十三ａ。
（
17）  『無上祕要』卷四十九・一ａ
− ｂ。
（
18）  『寶齋上籙』には「祈謝の篇」と「禮醮の典」が載せられており、 「禮醮の典」の中に「仙都内訣」が見える、という意味にとった。なお 三皇齋立成儀』 （四ｂ）では三皇君と三十六天の諸神に對する醮祭を「禮醮」と稱している。
（
19）  『無上祕要』卷四十九・五ｂ
− 七ａ。
九八
（
20）  『洞神八帝妙精經』十二ｂ
− 十三ｂ・十六ａ。なお「西城要訣」は『陶
公傳授儀』 「授受三皇法」に「西城施行一卷」と見える。
（
21）  『無上祕要』卷四十九・十ｂ。
（
22） 
第九之禁、勿食五辛血腥、令臟腑臭穢（ 『無上祕要』卷四十九・六ｂ）
（
23）  「血腥」の語は、 『舊唐書』列傳第一百三十八にも「未有火化、茹毛飮血、則有毛血之薦。…是以血腥爓熟」と見える。ここにいう「血腥 は、火を利用することを知る前に祭祀に用いられた「毛血」と同樣、生肉を指すようである。本稿では、 「十三禁」の「血腥」は後で引用する天師道の戒律に見える「含血」 （血の通った）に相當すると考えて、鳥獸の肉、という意味 とった。
（
24） 
Ｒ＝Ａ＝スタン
　
川勝義雄訳「宗敎的な組織をもった道敎と民閒宗敎と
の關係」 （酒井忠夫編『道敎の總合的硏究』所收。國書刊行會、一九七七年三月）を參照。
（
25） 
畢下醮於座、共受福。有餘聽分家人敬信者（ 『無上祕要』卷四十九・二
ａ
− ｂ）
（
26）  『太上老君經律』 （ＨＹ七八五）五ａ
− 十二ａ。第一百七十三戒のみ、
『雲笈七籤』卷三十九・十三ｂより引用した。 「老君說百八十戒」については、小林氏注（
10）前掲書第二篇第四章「 「大道家令戒」 」 、前田繁樹『初
期道敎經典の形成』第一編第三章「 「老君說一百八十戒序 の成立について」 （汲古書院、二〇〇四年五月）を參照。
（
27）  『太上老君經律』一ｂ。想爾戒については、楠山春樹『老子傳說の硏究』前篇第六章「老子想爾注考」 創文社、一九七九年二月）を參照。
（
28） 
戒律のほか、 『陸先生道門科略』二ａ
− ｂには三會日における酒肉の飮
食の禁止が說かれ、また『玄都律文』十五ａには當時往々として三會日に犧牲を殺して厨會に供えていたことに對する批判が見える。
（
29） 
葛氏道が作成した元始系靈寶經の諸戒には食肉の禁止は見られないよう
だが、血食祭祀は經文でも禁ぜられている。靈寶經の血食祭祀の批判については、王承文氏注（５）前掲書第三章第三節「東晉南朝之際道敎對民閒
巫道的批判」を參照。
（
30） 
ここで前述した『神仙上錄經』の「醮儀」における乾し肉に對する消極
的な態度が思い返されるが、これは儀禮に肉を用いない天師道の思想と通じるものである。したがって、 「醮儀」は天師道の手によって改編されたものと推測される。また本稿の考察から、 『神仙上錄經』の「醮儀」以外の箇所は『三皇齋立成儀』が參照した『寶齋上籙』の內容を傳えるものとみてよさそうである。
（
31） 
小林氏注（４）前掲論文「靈寶齋法の成立と展開」を參照。
